
 

発行月 令和元年 5 月 
発行者 名古屋市障害者差別相談センター 
連絡先 名古屋市北区清水四丁目17番1号 

名古屋市総合社会福祉会館５Ｆ 
T E L ０５２－８５６－８１８１ 
F A X ０５２－９１９－７５８５ 
E-mail inclu@nagoya-sabetsusoudan.jp 
ＵＲＬ http://nagoya-sabetsusoudan.jp 

新年度に向けて 
 

平成 28 年４月に、３年後の見直しが盛り込まれて施行された障害者差別解消法。 

今年度は、これにまつわる情報が、国の方から聞こえてくるかもしれません。 

また、名古屋市でも「障害のある人もない人も共に生きるための障害者差別解消推進条

例」がスタートしました。多くの市民や企業に、法や条例の趣旨が伝わるよう、本センタ

ーの役割を果たしていきたいと思います。 

事例集つくりました！ 
 

センターが開所して今年の夏で３年となります。研修会や出前講座では「セン

ターにはどんな相談があるの？」「どうやって解決したの？」というご質問をお受

けすることがありました。 

そこで、本センターで対応したご相談の中から 10 の事例をとりあげ、『これっ

て差別？』と題した相談事例集をまとめました。日々の業務へのヒントや、学習

会・研修会等の資料として、ぜひご活用いただければと思います。  

なお、センターホームページ「お知らせ」より、PDF 版、テキスト版、ルビ付

き版がダウンロード可能です。また、点字版をご入用の方はセンターまでお気軽

にお問合せください。 

2 月 10 日（日）市民向け講演会を開催しました 
 

１．～創作落語『駅で落ちない噺』＆トーク～ 
 

 全盲の落語家、桂福点さんのお話とお噺に、会場は何度も笑いの渦に包まれました。 

前半のトークでは、ビニール袋を用いた見えにくさの体験や、福点さん自ら舞台上から飛び降りて駅の

ホームの危険性を教えていただくなど、実演に笑いを交えてお話しい

ただきました。 

後半は、実際に起きた視覚障害者の事故を題材にした創作落語。映

像や特殊効果音、音楽をふんだんに取り入れ、聴衆を噺の世界に引き

込んでいきました。ご当地ネタもちりばめて笑わせながらもホロリと

泣けて、誰もが気軽に声をかけあうことで住みやすい街がつくられる

という人情噺としてしめくくられました。 
 

２．シンポジウム ～障害のある人もない人も共に生きる地域社会を目指して～ 
 

 4 月から施行された、「名古屋市障害のある人もない人も共に生きる

ための障害者差別解消推進条例」の策定に関わられた皆さんにシンポジ

ストとしてご登壇いただきました。 

 名古屋市障害者施策推進協議会会長の、愛知淑徳大学教授：瀧先生を

コーディネーターに、知的・発達、精神、身体、難病といった 4 つの障

害分野を代表しての 4 人のシンポジストに、当事者あるいは支援者の

想いや体験、条例策定までのエピソードなどのお話をしていただきまし

た。報告を通して、共生社会の実現について、市民の目線でできることを考えるきっかけになったのでは

ないかと感じました。 
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平成 30 年度 センター＆地域の相談窓口における相談実績 
 

機関 

内容 

センターに直接 

寄せられた相談 

地域の相談窓口が受付した相談 
合 計 

センターへ引継 対応した相談 

差別相談 43 件（ 41） 3 件（4） 1 件（ 7） 47 件（ 52） 

その他相談 205 件（188） 1 件（0） 6 件（ 4） 212 件（192） 

広報啓発 50 件（ 50） - - 50 件（ 50） 

合 計 298 件（279） 4 件（4） 7 件（11） 309 件（294） 

※（ ）内は平成 29 年度実績 

 

 

 

 

 
 

こんな相談がありました 
 

①会合に参加するにあたり、飲食店から「盲導犬は店内に連れて行けません。店の裏につないで入店して
ください」と言われた。盲導犬を連れての入店を認めてほしい。（視覚障害／不当な差別） 

 

【対応】飲食店に対し、障害者差別解消法と補助犬法について説明、飲食店側の理解が得られ、盲導犬を 
連れての入店が認められました。 

 

②記憶障害のため、福祉サービス利用についてのルールが覚えられない。全て「書面にして欲しい」と求 
めたが口頭での説明のみ。配慮ある対応をしてほしい。（精神障害／合理的配慮の不提供） 

 

【対応】すべてを書面にするのは過重な負担であると判断し、福祉サービス事業所へできる配慮を求めた
ところ、相談者がノートを持参し、説明の都度、一緒に記入していくことになりました。 

 

平成 30 年度 出前講座の実績 
    

▶こんな工夫・あんな工夫…  

・対象受講者の職種などに合わせ差別解消法の内容や当セ 

 ンターの役割、実際に寄せられた相談事例などをお話しさ 

せていただきました。 
 

・講座内容により、当事者相談員も同伴。「当事者の方の生 

の声を聞くことができ、参考になった」との感想をいただ 

いています。 

新メンバー紹介 
 

 

 

 

 

お し ら せ 
ボッチャ体験・交流会 開催中！！手ぶらで OK!！ 

【年間スケジュール】 

5/22（水）・6/27（木）・7/26（金）・9/9（月） 

10/8（火）・11/13（水）・12/19（木） 

18：00～順次集合、開始、総合社会福祉会館５Ｆ。 

お気軽にお問合せください。☏ 052-856-8181 

あ と が き 
◎地域の相談窓口の皆さんからの、実績集計の締め

切りは毎月 10 日です。何卒よろしくお願いいた

します！ 

◎このニュースへのご意見・ご質問など、ぜひお寄 

せください！ 

   E-mail inclu@nagoya-sabetsusoudan.jp 
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平成 30 年度に寄せられた

相談総件数は 309 件でし

た。そのうち差別相談は 47 

件で、「商品・サービス」分野

の相談が多くありました。 

【相談分野】 
【障害別】 

はじめまして！ 

瑞穂区社会福祉協議会より転

任してまいりました。 

至らない点ばかりですが、早く

皆さまのお役に立てるよう、精

いっぱいがんばります。 

よろしくお願いいたします。  

相談員 伊藤 

このたび、名古屋市社協地域福

祉推進部からセンターに異動

してまいりました。前任の神村

（総務部に異動）と同様に、み

なさまから安心して相談して

いただけるセンター運営に取

り組んでいきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたし

ます。 センター長 吉川 

№ 受講対象

1 当事者（本人・団体） 15 件 647 人

2 市・区役所等 1 件 230 人

3 事業者（福祉サービス） 5 件 160 人

4 事業者（一般） 14 件 720 人

5 地域関係団体 4 件 61 人

6 一般市民 9 件 505 人

48 件 2,323 人

48 件 2,651 人合　　計

件 数 参加人数

合　　計

平成２９年度実績
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